
和歌山市 みんなで創ろう 助け合い社会 

（新しい総合事業・生活支援体制整備事業市民説明会） 

 

次 第 

 

日時 平成 28 年 6 月 6 日（月）14:00～15:30  

場所 河北コミュニティセンター多目的ホール 

 

 

 

１．開会 

 

 

２．新しい総合事業について（和歌山市）【資料１】 

 

 

３．生活支援コーディネーター及び協議体の役割について 

（和歌山市社会福祉協議会）【資料２】 

 

 

４．地域福祉の担い手養成講座のお知らせ（和歌山市） 

 

 

５．質疑応答 

 

 

６．閉会 

 

 

 

配布資料 

・新しい総合事業について【資料１】  

・生活支援コーディネーター及び協議体の役割について【資料２】  

・地域福祉の担い手養成講座のお知らせ 

・パンフレット（介護予防・日常生活支援総合事業をご存じですか？） 

・アンケート 



新しい総合事業について 

和歌山市 
地域包括支援課 

平成28年6月6日,14日,20日,28日資料 

資料１ 



本日の説明の流れ 

１・概要 

•地域包括ケアシステム、介護保険制度の概要について
説明します。 

２．現状 
•和歌山市の状況について説明します。 

３．新制度 
•新しい総合事業の制度の概要について説明します。 

４・取組 
•本市の取組みについて説明します。 



１．概要 
 

 地域包括ケアシステム、介護保険制度の概要
について説明します。 

 

 



地域包括ケアシステムとは～法律上の定義～ 

○法律上の定義（医療介護総合確保促進法第２条） 

 地域の実情に応じて、高齢者が、可能な限り、住み慣れた地域でその有する能力に応じ自立し
た日常生活を営むことができるよう、医療、介護、介護予防（要介護状態若しくは要支援状態とな
ることの予防又は要介護状態若しくは要支援状態の軽減若しくは悪化の防止をいう。）、住まい
及び自立した日常生活の支援が包括的に確保される体制をいう。 

厚生労働省資料 



地域包括ケアシステムとは～国の推進～ 

２０２５年（平成３７年）を目途に、高齢者の尊厳の保持と自立
生活の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域で、
自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、
地域の包括的な支援・サービス提供体制（地域包括ケアシス
テム）の構築を推進しています。 
地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県
が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特性に応じて作

り上げていくことが必要です。 
厚生労働省ＨＰより 

それでは、なぜ、このような 
取り組みが必要になるのか 



○65歳以上の高齢者は、2025年には3,657万人となり、 
  2042年にはピークを迎える予測（3,878万人）。 
○75歳以上高齢者の全人口に占める割合は増加していき、   
  2055年には、25％を超える見込み。 

2015年 2025年 2055年 

65歳以上 
高齢者人口 
（割合） 

3,395万人 
（26.8％） 

3,657万人 
（30,3％） 

3,626万人 
（39.4％） 

75歳以上 
高齢者人口 
（割合） 

1,646万人 
（13.0％） 

2,179万人 
（18.1％） 

2,401万人 
（26.1％） 

厚生労働省資料を基に作成 



○65歳以上高齢者のうち、「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ 
 以上の高齢者が増加していく 

厚生労働省資料 

280万人 
（9.5％） 

345万人 
(10.2％) 

410万人 
（11.3％） 

470万人 
（12.8％） 



社会保障給付費の推移 

厚生労働省資料 



 

厚生労働省資料 

３.６兆円 

４.６兆円 

５.２兆円 

１０.１兆円 

１０.４兆円 



介護職員の推移と見通し 

厚生労働省資料 



介護職員の推移と見通し 

厚生労働省資料 



超高齢社会における現状と課題 

少子高齢化による担い手の減少 

単身世帯の増加などによる住民ニーズの増加・
多様化 

増大し続ける社会保障給付費 



そこで、地域包括ケアシステム 

厚生労働省資料より作成 



厚生労働省資料 

介護保険制度とは 



介護保険の財源構成 

保険料 50％ 公 費 50％ 

国

25%

県

12.5%

市

12.5%
40～64歳

28%

65歳以上
22%



介護保険制度の基本的な考え方 

国民の努力・義務（４条） 
健康の保持増進・能力の維持向上 

理念（１条） 
尊厳の保持 

 

自立した日常 

生活を営む 

保険者（地方公共団体の責務）５条 

可能な限り、住み慣れた地域でその有する能力に応じ自立
した日常生活を営むことができるようにする。 

       

       （包括的に推進） 

      保険医療福祉サービス、予防、軽減、悪化の防止 

     自立した日常生活の支援 

規範的統合 

住民、地域、関係
者の相互の共通
認識（理解）が必
要 



介護保険サービスの体系 

訪問系サービス 

通所系サービス 

短期滞在系サービス 

居住系サービス 

入所系サービス 

在宅 

施設 



２．現状 
 

 和歌山市の状況について説明します。 

 



（１）人口の推移（和歌山市） 
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国勢調査（2015年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値 
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（１）人口の推移（和歌山市） 
国勢調査（2015年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値 
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支える側と支えられる側のバラン
スは年々厳しくなる（和歌山市） 

平成47年 昭和60年 平成27年 

75歳以上1人 

に対して 

15～74歳は 18.4人 
75歳以上1人 

に対して 

15～74歳は 5.0人 
75歳以上1人 

に対して 

15～74歳は 3.0人 
75歳以上 16,331人 50,863人 60,341人
15～74歳 300,516人 256,340人 183,852人
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【高齢化率】 
 65歳以上の高齢者人が 
 総人口に占める割合 

平成28年 

28.9％ 

平成3年 

12.8％ 
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9,448人 

25,561人 
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（４）介護保険認定状況（中核市比較） 
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（第6期保険料基準額（月額）） 

（５）介護保険料の推移（中核市比較） 
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（６）介護職員の推移と見通し（和歌山県） 

2015年に向けた介護人材にかかる需給推計（確定値）（和歌山県）

需要見込（Ａ）
現状推移による
供給見込（Ｂ）

充足率
（Ｂ／Ａ）

H29年度 22,865人 20,573人 90.0%

H32年度 23,451人 20,967人 89.4%

H37年度 25,162人 20,975人 83.4%

平成37年度に4,187人の介護人材不足が生じる！ 

2025年 



３．新制度 
 

 新しい総合事業の制度の概要について説明
します。 

 



需要と供給のバランスが不均衡 

需要↑ 

（対象者の増加） 

生産年齢人口 

の減少 

供給↓ 

（人材不足） 

高齢者の増加 
⇒給付費の増加 

⇒保険料の高額化 



現状をまとめると 

•高齢者や単身世帯の増加による、掃除や買物など
生活支援ニーズが増大する。 

生活ニーズの増加 

•生産年齢人口の減少による介護ニーズを支える担
い手が減少する。 

担い手の減少 

生活支援サービスのあり方 
介護予防のあり方 を再検討することに 



総合事業の目指す「生活支援のあり方」 

【参考】「新しい総合事業の移行戦略」三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング 



新しい総合事業 
（介護予防・日常生活支援総合事業） 

現行の介護予防サービス 

（要支援１・２の方） 

（１）介護予防訪問介護 
   （ホームヘルプサービス） 
 

（２）介護予防通所介護 
   （デイサービス） 

介護予防訪問リハビリテーション 
介護予防通所リハビリテーション 
介護予防入浴介護 
介護予防訪問看護 
介護予防居宅療養管理指導 など 
 

総合事業 
（H29.4～） 

移
行 

○全国一律 ○市町村独自 

（要支援１・２の方及び事業対象者） 



 
 

【財源構成】 
 

国 25% 
 
都道府県  
 12.5% 
 
市町村  
 12.5% 
 
1号保険料  
 21% 
 
2号保険料  
 29% 

 

 
 

【財源構成】 
 

国 39.5% 
 
都道府県  
 19.75% 
 
市町村   
 19.75% 
 
1号保険料   
 21% 

 

介護予防給付 
 （要支援1～２） 

介護予防事業 
又は介護予防・日常生活支援総合事業 
○ 二次予防事業 
○ 一次予防事業 
介護予防・日常生活支援総合事業の場合 
は、上記の他、生活支援サービスを含む 
要支援者向け事業、介護予防支援事業。 

包括的支援事業 
○地域包括支援センターの運営 
  ・介護予防ケアマネジメント、総合相談支援 
   業務、権利擁護業務、ケアマネジメント支援 

任意事業 
○ 介護給付費適正化事業 
○ 家族介護支援事業 
○ その他の事業 

新しい介護予防・日常生活支援総合事業 
（要支援1～２、それ以外の者） 

○ 介護予防・生活支援サービス事業 
  ・訪問型サービス 
  ・通所型サービス 
  ・生活支援サービス（配食等） 
  ・介護予防支援事業（ケアマネジメント） 

○ 一般介護予防事業 

包括的支援事業  

○ 地域包括支援センターの運営 
（左記に加え、地域ケア会議の充実） 

○ 在宅医療・介護連携の推進 

○ 認知症施策の推進 
（認知症初期集中支援チーム、認知症地域支援推進員 等） 

○ 生活支援サービスの体制整備 
（コーディネーターの配置、協議体の設置等） 

介護予防給付（要支援1～２） 

充
実 

現行と同様 

事業に移行 

訪問看護、福祉用具等 

訪問介護、通所介護 

多
様
化 

任意事業 
○ 介護給付費適正化事業 
○ 家族介護支援事業 
○ その他の事業 

地
域
支
援
事
業 

地
域
支
援
事
業 

介護給付 （要介護1～５） 介護給付（要介護1～５） 

新しい地域支援事業の全体像 
＜現行＞ ＜見直し後＞ 介護保険制度 

全市町村で
実施 



要支援者が利用しているサービス 

【参考】「総合事業への早期移行に向けた市町村職員を対象とするセミナー」三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング 



新しい総合事業の考え方 

現在の介護保険と同じ 

介護保険より基準緩和したサービス 

（元気な高齢者も担い手に） 

ボランティアなど住民 

運営の家事援助、サロン 

一
般
的
な
行
政
の
ベ
ク
ト
ル 

地
域
づ
く
り
の
ベ
ク
ト
ル 



• 今後は、住民主体の取組を充実していくこと
が非常に重要 

• しかし、住民主体の自助・互助をベースとした
取組の充実は、一朝一夕にはいかない。 

 

生活支援体制整備事業の導入 

生活支援体制整備事業の仕組みの導入 

（生活支援コーディネーター、協議体） 



４．取組 
 

 本市の取組みについて説明します。 

 



 
 
 地域の絆づくり交流会（H26.1～3） 

中学校区 

で開催 

・地域づくり座談会 
 各グループに分かれて、「地域でのつながりづくり」につい
て、「困っていること」、「助け合っていること」、「できること」、
「必要なこと」を出し合い、地域の課題を発見し、つながりを
深めました。 

これまでは・・・ 



市ＨＰで地域活動紹介（H27.3） 



活動事例集を作成（H27.3） 



生活支援サービスの体制整備についての勉強会 
～みんなで創ろう 助け合い社会～ 

• 講演（厚生労働省、さわやか福祉財団） 

 

• パネルトーク 

 「和歌山市における生活支援体制整備について
の今後の取組」 

 

 

（H27.9） 

（H27.11） 
• 助け合い活動とその広げ方について（和歌山市、
さわやか福祉財団） 

 

• 助け合い活動等について（グループワークなど） 



４箇所で 

で開催 
 
 

 地域づくり交流会《絆》（H28.2） 

・講演 
 これからの地域づくりで大切な視点 
 

・実践活動報告 
 地域で助け合い活動などを行っておられる１５団体の方々
に発表いただきました。 
 

・交流会 
 グループに分かれて、 『暮らしやすい地域にするためでき
ること』をテーマに話し合いました。 



 地域づくり交流会《絆》 結果（ H28.2.20） 
名草、三田、安原、雑賀崎、田野、和歌浦、雑賀、宮、宮前地区 



 地域づくり交流会《絆》 結果（ H28.2.21） 
加太、西脇、木本、貴志、松江、湊、野崎、楠見地区 



 地域づくり交流会《絆》 結果（ H28.2.27） 
有功、直川、紀伊、山口、川永、西和佐、和佐、小倉、岡崎、西山東、東山東地区 



 地域づくり交流会《絆》 結果（ H28.2.28） 
砂山、今福、吹上、高松、広瀬、芦原、新南、 

大新、中之島、四箇郷、宮北、本町、城北、雄湊地区 



生活支援体制整備事業 
（平成２８年度後半から順次開始） 

• 生活支援コーディネーターの設置 
 ・地域の助け合い支えあいを広げる地域支えあい推進員 

 ・協議体運営の中心人物 

   

• 協議体の設置 
 ・各地域の助け合い支えあい活動を主体的に行っている方々で構成 

 ・協議内容（例） 

   ○ 助け合い関係者間のネットワーク（地縁組織、ＮＰＯボランティア、民間団体） 

   ○ 地域の活動・地域の「宝物」の発見と共有 

   ○ 高齢者など地域に住む方々のニーズを把握 

   ○ 足りないサービス・活動をどう創出するか。 

   ○ 地域で活動を広げるために何が必要か。   

  



最後に 

安心して暮らせる地域づくりのために、 
 

みなさまの参加と協力が必要です。 
 

これからもよろしくお願いします。 
 

 



新しい総合事業 

生活支援体制整備事業市民説明会 
 

1 



生活支援コーディネーター 
及び協議体の役割 

 

2 

和歌山市社会福祉協議会 



生活支援コーディネーター 
 

 

地域支え合い推進員 
 

つなぎ役 



生活支援コーディネーターの目的 

市町村が定める活動区域ごとに、関係
者のネットワークや既存の取組・組織
等も活用しながら、地域における生活
支援・介護予防サービスの提供体制の
整備に向けた取組を推進することを目
的とする。 



生活支援コーディネーターの役割 

①地域の「資源」を発見し、住民と共有する 

 

②さまざまな人・専門職・団体・自治体との協力を育む 

 

③連携と協働を核にしたネットワークをつくる 

 

④地域住民の話合いをサポートする 

 

⑤地域の「資源」を組み合わせて問題を解決する 

 

⑥ニーズを見る目を鍛える 



①地域の「資源」を発見し住民と共有 
 する 
 

6 

生活支援コーディネーターの役割 



②さまざまな人・専門職・団体・自治   
 体との協力を育む 

7 

生活支援コーディネーターの役割 



③連携と協働を核にしたネット 

 ワークをつくる 

8 

生活支援コーディネーターの役割 



  

④地域住民の話合いをサポートする 
 

9 

生活支援コーディネーターの役割 



⑤地域の「資源」を組み合わせて問題 

 を解決する 
 

10 

生活支援コーディネーターの役割 



⑥ニーズを見る目を鍛える 
 

11 

生活支援コーディネーターの役割 



協議体とは 

ネットワーク 
 

12 



13 

和歌山市の体制図 

  和歌山市社会福祉協議会 
 

  生活支援コーディネーター 

第１層 

第２層 

 
 
      協議体 
 
 

  生活支援 
コーディネーター 

  生活支援 
コーディネーター 

  生活支援 
コーディネーター 

  生活支援 
コーディネーター 

 
 
      協議体 
 
 

 
 
      協議体 
 
 

 
 
      協議体 
 
 



和歌山市の事例 
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事例１ おのみなとグループ 

 
 
 
 

設立のきっかけ 

平成２３年度の「和歌山県地域支え合い体制

づくり事業補助金対象事業」に採択されたこと

をきっかけに、平成２３年１１月１１日から活

動を開始しました。 

主な活動 

雄湊地区の各種団体が協力しながら、地域の

高齢者が気軽に立ち寄ることのできる居場所

「ひだまり雄湊」を「自治会館おのみなと」で

開設しています。 

毎週水曜日の午後には「囲碁将棋」を、金曜

日の午後には「パソコン教室」、「手芸」、「絵手

紙」、「ルームシアター」などさまざまな教室や

イベントを行っています。また、定期的な教室

やイベントの他にも季節に合わせて、「さくら

祭り」や「落語会」なども行っています。 

自治会に未加入の方も参加することができ、

各種教室やイベントを楽しんでいただいていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の工夫 

毎週開催している教室やイベントは、担当の

団体に参加者のお世話をしていただき、特に金

曜日のイベントを担当する団体は、イベントの

企画から計画・運営・実施まで責任を持って行

っていただいています。各種団体間の意思疎通

を図るため、2 カ月に１度、雄湊地区の各種団

体長が集まって企画運営会議を行っています。 

各教室やイベントの参加費は材料費などを除

き無料で、気軽に参加いただけるようにしてい

ます。運営費の捻出には苦労していますが、各

教室やイベントの会場に「恵みの箱」（赤い貯

金箱）を設置し参加者から任意でご協力をいた

だいています。 

「ひだまり雄湊」をきっかけに、地区内の各

種団体がそれぞれの立場で協力することで、団

体間の交流の場ともなっています。 

これからの課題 

「ひだまり雄湊」の参加者は、やや固定化さ

れつつありますが、今後さらに広範囲の方にも

参加いただけるように、ＰＲやイベントの工夫

が必要になってきています。 

 

「ひだまり雄湊」で、毎週教室やイベントを開催！ 

絵手紙教室の様子 

おのみなとグループ 

【組織の構成】１７名（雄湊地区の各種団体長など） 

【活動の拠点】自治会館おのみなと（雄湊地区） 

毎月のスケジュール 

４ 



事例２ 新在家中部シルバークラブ 

 
 
 
 

設立のきっかけ 

高齢化が進む中、自治会活動の一環として高

齢者の組織を充実するために、平成 8 年に設立

しました。 

主な活動 

健康維持と美しいまちづくりを推進するた

め、毎朝自治会館に隣接する公園や町内の清掃

と、ごみの分別整理などを行っています。時間

は朝４時３０分（冬期は５：００）からで、有

志 10 名程度が参加しています。清掃後は、ス

トレッチやペタンクなどを行い、会員同士の交

流を図っています。 

日々の活動以外にも、月 1 回程度の勉強会

も開催しています。内容は、医師を招いての

「研修会」、防災や消費者被害防止や認知症予

防の「勉強会」などです。その他、スポーツや

娯楽の教室として「輪投げ」、「ペタンク」、「健

康チェック」、「頭の体操」、「音楽療法」、「ビン

ゴゲーム」なども行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の工夫 

各種勉強会や行事の参加者は、クラブ会員全

体の６～7 割と多く、会員同士で悩みを聞いた

り、お互いに助け合ったりすることができてい

ます。参加者が多いことにより、クラブ活動の

幅が広がり、楽しんで参加していただいていま

す。 

また、地域包括支援センターと連携しながら

講師を紹介してもらったりしているので、助か

っています。 

 

 

これからの課題 

地区内の他の団体と連携を図っていきなが

ら、活動の幅を広げていきたいと思います。

「クラブ活動」と「要援護者名簿」で日頃からの声かけ！ 

こんな活動もしています♪ 

＜サークル活動＞ 

おりがみ教室など 

＜要援護者名簿の作成＞ 

１人暮らしの高齢者・老夫婦・認知症患者家族

の安否確認のために作成しています。この名簿

をもとに、行事への参加が少ない方に対して個

別訪問を行うなどして、参加を促しています。 

新在家中部シルバークラブ 

【組織の構成】７０～７５名（新在家中部地域に

お住まいの 60 歳以上の方） 

※役員：会長 1 名、副会長 3 名、会計 1 名 

監査１名、監事 2 名、幹事若干名 

【活動の拠点】新在家中部自治会館（四箇郷地区） 

ペタンクの様子 

講演会の様子 

５ 



事例３ 菖蒲クラブ 

 
 
 
 

設立のきっかけ 

「自助、共助＝友愛」を合い言葉に、地域老

人クラブとして発足しました。 

主な活動 

年間行事として総会及び敬老会を行っていま

す。第 1 部は集会、第 2 部はマジックや踊り、

カラオケなどを盛り込み、多くの方に参加いた

だいています。他には和歌山市老人クラブ連合

会主催の行事への参加や応援なども行っていま

す。 

高齢者を対象とした趣味の場「菖蒲クラブ趣

味の会」を設け、各種活動を行っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

活動の工夫 

「菖蒲クラブ」の運営は、自治会、民生児童

委員、老人クラブと連携しながら行っており、

月 1 回班長会（9 人）を開催して、各会員へ

の連絡や意思疎通を図っています。 

役員の高齢化に伴い、行事等の周知徹底に苦

労は多くありますが、各行事の広報は、第 1

集会所と第 2 集会所の入り口での掲示や、参

加者に「お知らせ」を直接渡しながら行ってい

ます。また、クラブの年会費は５００円で、カ

ラオケの参加費は１回２００円、その他の行事

は基本無料にしており、参加しやすいように工

夫しています。それらの工夫により「菖蒲クラ

ブ」の会員は口コミで増え続けています。 

気軽に参加いただける「カラオケの会」を開催

することで、認知症の方や閉じこもりがちだっ

た方への外出支援にもつながっています。 

これからの課題 

西山東地区菖蒲ヶ丘団地は、ピーク時は

1,600 世帯を超えるマンモス団地でしたが、現

在は 800 世帯を切る過疎化と高齢化に悩まさ

れています。今後、「健康体操」など多くの方が

参加できる「趣味の会」の充実を図り、クラブ

を活性化していきたいです。 
 

 

「菖蒲クラブ趣味の会」で会員増加継続中！ 

～菖蒲クラブ趣味の会 各教室～ 

＜カラオケの会＞ 

小グループ週 3 回、大グループ月 2 回 

＜民謡の会＞ 月 2 回 

＜歩こう会＞ 月 1 回 

＜健康体操の会＞ 

月 1 回（参加者は増加傾向） 

小グループカラオケの会の様子 

菖蒲クラブ 

【組織の構成】会員数 126 名（西山東地区菖

蒲ヶ丘団地にお住まいの 60 歳以上の方） 

【活動の拠点】 

第１集会所、第 2 集会所（西山東地区） 
歩こう会の集合写真 

６ 



事例４ 松江住宅老人クラブ 

 
 
 
 

設立のきっかけ 

すべての高齢者が、豊かな老後の生活を送れ

るよう高齢者の福祉を増進するとともに、会員

の親睦と団結を図り、地域に密着した実践活動

に取り組むことを目的として、昭和 41 年 9 月

4 日に発足しました。 

主な活動 

“地域の子どもは地域で守ろう”をモットー

に、小学生の登下校時の子供見守り「お帰りパ

トロール隊」や松江小学校１年生を対象とした

「むかし遊び交流会」を実施しています。地域

の小学生と交流することで、地域とのつながり

が生まれてきています。 

定期的な活動としては、「定例会」を年４回開

催しています。外部講師による「講演会」、輪投

げやペタンク、マジックナインなどの「各種ス

ポーツ大会」、「カラオケ大会」、「初詣バスツア

ー」などを行っています。 

また、地域で行われる「盆踊り大会」、「餅つ

き大会」、「防災消火訓練」、「ウォーキング大会」

にも積極的に参加しています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

活動の工夫 

活動を効果的に推進するために、４地区が合

同で松江住宅老人クラブとして活動しています。

老人クラブの「全国三大運動」である「健康」、

「友愛」、「奉仕」の推進要綱に沿った活動を目

指しています。 

 

～地域の小学校との交流～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供見守り｢お帰りパトロール隊｣で地域とのつながりづくり！ 

定例会の第 1部「大正琴」演奏の様子 

松江住宅老人クラブ 

【組織の構成】総会員数 ２１９名 

（松江地区の 7 区、8 区、９区、12 区の 4 団体） 

【活動の拠点】河西コミュニティセンター（松江地区） 
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事例５ 新南地区社会福祉協議会 

 
 

 

 

設立のきっかけ 

新南地区居住者が健康で豊かな文化的生活を

営むことができるように、地区全体の社会福祉

を増進し、明るい地区を構築することを目的と

し、心和むふれあいまちづくり、思いやり、支

えあい、みんなで築くまちづくりを目指し、昭

和５９年度から活動を開始しています。 

主な活動 

平成 3 年度から 65 歳以上のひとり暮らしの

高齢者を対象とした「ふれあい食事会」を年 6

回実施しています。栄養面を考えた手づくり料

理で、食事の後は余興や小学生との交流を図っ

ています。 

交流事業としては、平成 2 年度から「三世代

交流七夕まつり」を開催し模擬店、ゲーム、笹

焼きなど、三世代が一緒に楽しまれています。

また、七夕まつりにひとり暮らし高齢者を招待

して地域住民との交流を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の工夫 

「ふれあい食事会」の料理は地区社会福祉協

議会や婦人会が担当しています。当日の早朝か

ら料理を準備し、旬の食材を使い季節感を感じ

られるメニューを考え、提供しています。 

今後は、次世代の担い手として若い人が参加

しやすい魅力ある事業の展開を図ります。また、

災害に備え防災訓練への積極的な参加を促して

いきたいと思います。 

これからの課題 

小学校区と行政区が異なるので活動人材の確

保が難しく後継者が不足しています。また、個

人情報保護の観点からひとり暮らし高齢者の状

況把握が難しいところがありますが、可能な限

り見守りを続けていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふれあい食事会」や「交流事業」などで地域福祉を推進！ 

こんな活動もしています♪ 

＜敬老祝賀会＞ 

敬老の日に 75 歳以上の方を対象に「敬老祝

賀会」を開催しています。参加者全員にお祝い

の品（金山寺味噌）を贈呈し、米寿の方には毛

布と紅白饅頭を贈っています。 

＜子ども見守り活動＞ 

青少年サポートチームとして、地区内４箇所

で小学生下校時の見守りを実施しています。 

新南地区社会福祉協議会 

【組織の構成】会員５３名（自治会、民生・児童

委員会、婦人会、老人クラブ連合会、交通安全

対策協議会、消防分団、公民館、母子福祉会） 

【活動の拠点】 

和歌山市ふれ愛センター（新南地区） 

「ふれあい食事会」の調理の様子 

食事の前にみんなでリズム体操 
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事例６ ボランティア直川お手伝い十人衆 

 

 

 

 

設立のきっかけ 

高齢者の方々の「ちょっとした作業等の困り

ごと」のお手伝いができればと、直川地区社会

福祉協議会承認のもとで、平成２４年５月に発

足しました。 

主な活動 

75 歳以上のひとり暮らしの高齢者へ、日ご

ろのちょっとした困りごとの支援を行っていま

す。作業代は基本無料ですが、ボランティア側

で材料費等が発生した場合の実費は利用者負担

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の工夫 

地区内の各種団体が連携しながら事業を運営

しています。絨毯の引換作業時では、女性が掃

除を行い、男性がテレビの配線を調整するなど、

各自の特技を活かしながら作業を行っています。

女性ひとり住まいの方の場合は、必ず女性と同

伴し作業を行い、万一の事故に対応するために

ボランティア保険にも加入しています。 

これからの課題 

「ちょっとした困りごと」を抱える利用者が

もっと気軽に利用できるよう、地区内の広報活

動を充実していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お手伝い十人衆」が地域の困りごとを解決！ 

～これまでの主なお手伝い内容～ 

 よしずの設置 

 カーペットの取替え 

 家具の耐震工事 

 児童養護施設の学園行事の設営等 

ボランティア直川お手伝い十人衆 

【組織の構成】ボランティア登録者数：14 名 

（男性６名、女性８名） 

※男性は直川地区の有志、女性は直川日赤奉仕

団の方など 

地元児童養護施設の学園行事の舞台づくり 

舞台袖を華やかに（設営は女性がお手伝い） 
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事例７ 安原地区民生児童委員協議会 

 

 

 

 

設立のきっかけ 

地域の中で子育てするお母さん達が孤立する

のを防ぎ、育児不安や悩みなどのストレスを少

しでも和らげ、児童虐待へつながらないように

と「お母さんと子どもの居場所、ふれあい支え

あう場、相談する場」として、平成 17 年４月

から活動を開始しました。 

主な活動 

毎月第 2 火曜日 10:00～11:30 の間、０か

ら 3 歳児までのお子さんとその保護者を対象と

して行っています。最初の 30 分程度は、おも

ちゃを広げて自由に遊び、その後、協力機関の

保育士さんや保健師さんの時間帯となり、お遊

戯や健康のアドバイスを行っています。地域外

の方も参加し、お母さん同士が交流したり、子

育ての不安や悩みなどを民生児童委員などに相

談いただいたりしています。サロン当日のスタ

ッフは、民生児童委員 15 人が半数交替で行っ

ています。 

定期的なサロンは「本渡文化会館」で行って

いますが、屋外で楽しめるイベントとして、平

成２２年度までは焼き芋パーティーを、平成２

６年 5 月にはいちご狩りを開催し、参加者が１

００人を超える時もありました。 

今後は、地域のコミュニティの場として「サ

ロン活動」を継続し、育児不安や悩みを抱える

子育て中のお母さんの応援ができるようにして

いきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の工夫 

保育士による作品づくりは、季節に合わせた

ものをしていただいています。 

広報は、自治会の回覧で行い、最近は口コミ

で地域外の方も来られるようになりました。 

これからの課題 

本当に参加していただきたい方へ情報発信を

行い、参加いただいている親子の方に、「また来

よう」と思ってもらえるような工夫を図ってい

きたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「安原子育てふれあいサロン」で子育て支援！ 

安原地区民生児童委員協議会 

【組織の構成】民生児童委員 15 名 

（児童委員 13 名、主任児童委員 2 名） 

＜協力機関＞子育て支援センター（しょうぶ保育

園）、中保健センター 

【活動の拠点】本渡文化会館（安原地区） 

保育士さんによる親子で「リズム体操」 

敬老の日のプレゼントのお絵かき 
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事例８ 和佐地区公民館サークル「護身＆健康体操サークル」 

 

 

 

 

設立のきっかけ 

地域の方たちの健康とコミュニティづくりを

願い活動を開始しました。 

健康維持と身体を守る技術を楽しく練習して、

住みやすく元気な地域となる一助になればうれ

しいです。 

平成２５年４月に発足しました。 

主な活動 

「護身＆健康体操サークル」は、和佐地区公

民館クラブのひとつで、呼吸法や護身の技を楽

しく学ぶ場です。 

和佐地区公民館からサークルに年 1 万円の補

助もあり、参加料は無料です。 

また、参加者のモチベーションを高めるため

に、和歌山市公民館フェスティバルの実践発表

に、和佐コーラスクラブと各年交代で出演して

います。 

＜活動日時＞ 

第２土曜日 19:00～21:00 

第４水曜日 13:00～15:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は、指導者の育成も視野に入れながら、

継続していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

活動の工夫 

会員に守ってほしいこと 2 ヵ条を心がけてい

ます。 

①笑顔で練習。練習が苦行にならないこと 

②健康体操で身体を動かす時間と大きな声での

おしゃべりの時間は半々を心がけましょう 

2 人一組で練習を行い、お互いコミュニケー

ションをとりながら楽しく練習しています。 

これからの課題 

現在の参加者は 30 代前半から 70 代後半の

男女で平均年齢は 62 歳です。今後、地域の若

い方にもっと参加していただくよう普及してい

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「護身体操」と「巡回パトロール」で地域の防犯対策！ 

こんな活動もしています♪ 

地域の治安維持のため、練習後の夜間に

布施屋駅周辺を巡回して、「自転車整理」と

「防犯パトロール」を行っています。 

和佐地区公民館サークル「護身＆健康体操サークル」 

【組織の構成】１２名（平成２６年現在） 

【活動の拠点】 

河南コミュニティセンター（和佐地区） 

練習の様子 

練習終了後の巡回の様子 
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事例９ 特定非営利活動法人ほっとタウン有功 

 

 

 

 

設立のきっかけ 

地区社会福祉協議会の呼びかけで、自分たち

の住む有功地区を少しでも住みやすいまちにす

るため、住民相互活動を推進し各種組織・団体

等と連携した「地域ネットワークの構築」を目

指し、任意団体として平成１９年１０月２３日

に設立しました。任意団体から、独立行政法人

福祉医療機構や和歌山県等の助成金を受けなが

ら組織と活動の拡充強化を図り、平成 22 年 11

月 19 日に NPO 法人格を取得しました。 

主な活動 

地域内でボランティア・リーダーとして具体

的に活動に参画する人材を育成するため、大学

や地域包括支援センターなど連携しながら「ボ

ランティア・リーダー養成講座」を開催し地域

の助け合い事業の担い手を創出しています。 

また、「いきいきサロン運営事業」として地域

内に１１箇所のサロンを開設しています。サロ

ンはひとり暮らし高齢者などの「居場所」とし

て機能しています。 

「友愛訪問活動事業」では、介護保険事業外

のちょっとした生活援助の支援活動を１時間６

００円の有償サービスとして実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の工夫 

地区内の社会資源を活用しながら、民生委員・

児童委員、地区社会福祉協議会、長寿会（老人

クラブ）、第３圏域地域包括支援センター、自治

会、行政、ＮＰＯ中間支援組織などと協働し、

知恵を出し合いながら取りくんでいます。 

これからの課題 

活動が多岐にわたるため、活動財源の確保が

課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住み慣れた地域で暮らし続けるための地域福祉ネットワーク！ 

こんな活動もしています♪ 

和歌山県地域支えあい体制づくり事業を継

続して実施しています。 

①移動支援サービスの実施（通院などの移動

支援） 

②安否確認事業（週１回の配食及び見守り） 

③ほっとたすけあいサービスの実施（日常生

活の相談） 

④コミュニティ・カフェ「ほっと」（地域交流

サロン）の運営（団塊世代の居場所の開設） 

⑤「にぎやかハウス」の運営事業（民家の一

室を借り上げ高齢者等の居場所の開設） 

特定非営利活動法人ほっとタウン有功 

【組織の構成】登録会員数（H25 年度末現在） 

正会員：46 名、利用会員：24 名 

活動者数 35 名 

【活動の拠点】ＭＭＫビル２Ｆ（有功地区） 

「いきいきサロン」の様子 

地域福祉ネットワーク(ほっとタウン有功のＨＰより) 
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事例 10 特定非営利活動法人ＷＡＣわかやま 

 

 

 

 

設立のきっかけ 

少子高齢化が進行する中で、新しい視野に立

ち豊かで活力ある 21 世紀の長寿社会を模索し

ていくためには、まず高齢者自身の自立と連携

の輪、そして若い世代との交流が大きな意味を

持ちます。一人ひとりの積極的な社会参加を推

進することが社会全体の活性化につながり、子

どもや若者にとっても優しく豊かな社会の構築

をしていくことを目的として設立しました（平

成 10 年 6 月任意団体として発足、平成 13 年

11 月 NPO 法人格を取得）。 

主な活動 

「助け合いほっこり」の「たすけあいサポー

ト事業」では、高齢者の日常生活のちょっとし

た困りごと（部屋片付け、掃除、洗濯、食事づ

くり、通院の付き添いなど）を、登録メンバー

（「助け合いほっこり」サポーター）が必要な支

援を行っています。 

事務局で申込受付を行い、登録メンバーをコ

ーディネートして、必要な方へ支援を行ってい

ます。登録メンバーは、「生活・介助支援サポー

ター養成講座」や「子育てサポーター育成講座」

を受講した方で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の工夫 

登録メンバーの情報共有及び技術力向上を図

るため、月 1 回、サポーターの連絡、レベルア

ップ会議を開催しています。また、随時、サポ

ーター育成講座を開催し、人材育成を図ってい

ます。 

これからの課題 

今後、助け合い活動の広報を積極的に行いな

がら、助け合いの精神を持った人材を育成して

いきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「助け合いサポーター」が困りごとを支援します！ 

特定非営利活動法人ＷＡＣわかやま 

【組織の構成】正会員 74 名 

（内、助け合い活動登録者数 35 名、

実活動者数 35 名） 

【活動の拠点】ふれあいの居場所 

「ほっこりさん」（美園商店街内） 

 
 

  

「ほっこりさん」外観（美園商店街内） 

 
「ほっこりさん」外観（美園商店街内） 

「ほっこりさん」１Ｆ展示スペース 

ちょっと

した「困

りごと」

を抱いて

いる方 

 

 

事務局 

②登録メンバーをコーディネート 

 
事務局 

②登録メンバーをコーディネート 

登録メンバー 

「助け合いほっこり」サポーター 

※生活・介助支援サポーター養成

講座や子育てサポーター育成講

座の受講者 

 
 

 

 

①相談・ 

申し込み 

③支援(ちょ 

っとした困り 

ごとを解決) 
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